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論文内容の要約（要旨） 
 
【目的】脱水症とは、身体に必要な水分と電解質量が不足した状態である。脱水症を診断する方
法として、主に電解質や BUN などの血液検査、発汗や蒸散程度などが用いられている。しか
しながら臨床において非侵襲的で迅速に客観的な評価ができる方法はない。マクギーらは脱水
症患者のうち 85％に口腔乾燥をみとめたと報告している。このことから、口腔粘膜湿潤度を評
価する機器である口腔水分計を用いることで脱水症を迅速に評価できるのではないかと考えた。
よって今回われわれは、脱水症における口腔粘膜乾燥状態の評価が、脱水症の重症度と関連す
るかを明らかにすることを目的とし臨床研究を行った。  
【方法】埼玉医科大学病院救急センター・中毒センターを受診し、バイタルサイン・皮膚症状な
どの臨床所見及び血液検査値（Cr, BUN, UA, Na, Cl, K ）から救急科医師が脱水症と診断し、
その重症度を軽度、中等度、重度に区分された患者を対象とした。選択基準は、成人であり、
かつ本人または家族から同意を得られた患者とし、シェーグレン症候群またはその他の口腔乾
燥症と診断されているもの、その他担当者が対象として適当でないと判断したものを除外基準
とした。それらの対象に対し、当科担当医が口腔水分計ムーカスを用いて口腔湿潤度を測定し
た。口腔水分計ムーカスの測定方法に関しては、測定部位は舌尖部から約 10mm の舌背中央部
として、約 200g の測定圧で 3 回測定し、その中央値を代表値とした。検討項目を①脱水症重
症度区分別の湿潤度および➁脱水症重症度区分と各測定値との相関関係とした。 統計分析方法
として Spearman の順位相関係数を用い、危険率 5%未満を有意差ありとした。 
【結果】性別は男性 17 例、女性 13 例、平均年齢は 73.7 歳であった。脱水症の重症度区分として
は軽度 10 例、中等度 11 例、重度 9 例で、平均口腔湿潤度は 16.0 であった。重度脱水症 9 例
では口腔湿潤度が 15 未満となり著明な口腔乾燥を認めた。脱水症重症度区分別湿潤度について、
脱水症 30 例中 26 例が乾燥群であった。脱水の重症度区分と各測定値の相関であるが、脱水症
の重症度と口腔湿潤度に関して相関係数-0.686 と有意な中等度の負の相関を認めた。Cr 値にお
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いては 0.5、BUN 値では 0.44 と有意ではあるが弱い正の相関を認めたが、それ以外では有意な
相関を認めなかった。脱水症の重症度と口腔湿潤度との相関は、一般的に脱水の指標とされて
いる Cr 値および BUN 値と比較しても強い数値であった。  
【結論】口腔水分計を用いて評価された口腔粘膜乾燥程度は脱水症重症度判定の有用な指標にな
りえることが示唆された。 
 
